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まえがき

この規格は，工業標準化法に基づいて，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日

本工業規格である。

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 230-5:2000，Test code for machine

tools－Part 5：Determination of the noise emission を基礎として用いた。

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実

用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。主務大臣及び日本工業標準調査会は，こ

のような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出

願にかかわる確認について，責任はもたない。

JIS B 6195 には，次に示す附属書がある。

附属書 A（規定） 測定表面上のマイクロホンの配列

附属書 B（規定） 等価吸音面積 A の決定

附属書 C（参考） 騒音の衝撃性の判定指針

附属書 D（参考） 記録例

附属書 E（参考） 工作機械及び周辺装置の騒音放射表示例
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（4）

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

白　　　紙



著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格 JIS
B 6195：2003

(ISO 230-5：2000)

工作機械－騒音放射試験方法通則

Test code for machine tools－Determination of the noise emission

序文　この規格は，2000 年に第 1 版として発行された ISO 230-5:2000，Test code for machine tools－Part 5：

Determination of the noise emission を翻訳し，技術的内容及び規格票の様式を変更することなく作成した日

本工業規格である。

1. 適用範囲

1.1 一般　この規格は，工場の床に据え付けられた工作機械及びその床に直接置かれた附属品の騒音試

験方法について規定する。試験の目的は，工作機械の騒音放射データを得ることである。

得られたデータは，ISO 4871 に規定されている工作機械からの空気伝搬騒音放射の表示及び証明にも使

うことができ，また，決められた環境条件，標準化された据付け及び運転条件のもとで，工作機械の機種

又は附属装置ごとの性能比較にも使うことができる。

この規格でいう附属装置とは，油圧ユニット，切りくず搬送装置，冷却油噴霧発生器，熱交換器，冷却

器などである。複数台の工作機械に接続する集中運転形の附属装置から放射される騒音は，暗騒音として

取り扱う。

この規格では，試験する工作機械の据付け及び運転，並びに作業位置及びそれ以外の指定位置に対応す

るマイクロホンの位置について一般的な規定をする。より詳細な規定は，工作機械の機種別騒音検査規格

による。

この規格の 11.では，工作機械近傍にある作業位置及びそれ以外の指定位置での放射音圧レベルの測定方

法について規定する。この測定方法は，JIS Z 8737-2 及び ISO 11204 による。

この規格の 12.では，工作機械を囲む測定表面上での音圧レベルの測定方法及び工作機械の発生する音響

パワーレベルの計算方法について規定する。これらの方法は，JIS Z 8733 及び ISO 3746 による。

音響インテンシティ法（JIS Z 8736-1 及び JIS Z 8736-2）による音響パワーレベルの求め方については，

この規格では扱わない。

1.2 騒音及び騒音源の種類　この規格で規定する方法は，工作機械から放射されるすべての種類の騒音

測定に適している。

　この規格は，装置，部品，ユニットを含み，どのような種類及び大きさの工作機械にも適用できる。

備考 この規格に基づく測定は，トランスファラインのような非常に長い機械又は背の高い機械には

適用できない。

1.3 試験環境　この規格に基づいて行う測定に適用できる試験環境は，一般に，一つ以上の反射面の存

在する部屋であって，この規格の 11.4.2 及び 12.3.2 に規定した条件に適合する部屋である。


